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1 まえがき

自然教育園は都内に残された数少ない自然緑地の一つである。この地の植物相については，大正年間，浜

島賜三氏らによって，すでにかなりまとまった調査が行なわれ，記録も残されているが（384種〉，昆虫に関

しては，恐らくH百和20年代，当時，国立教育研修所にあった古川晴男博士らによる調査が最初であろう。そ

の後，国立自然教育園になってからの鶴田総一郎氏らの調査があり，両調査の結果は， 1952年， 「国立自然

教育園動物目録第1集昆虫網」としてまとめられた。

この目録に収録された昆虫は.10目216科， 1,266種に及び，その中には，現在の都区内でほとんど見るこ

とができない，数多くの珍稀種が含まれている。しかし，この目録は， 1部の科を除いては決して完全な目

録ではなく ，当然産する種で記録から漏れたものが，まだかなり多いように見うけられる。したがって，引

き続いて専門的な調査が実施され，その欠を補うべきであったと考えられるが，その後，この地の昆虫相に

ついて車射殺的な調査は実施されず，双麹目，トンボなど，僅かな昆虫群について新しい知見が増大したにす

ぎなかった。

こうして，自然教育閣の昆虫相には，未知の分野がまだ多数残されたまま，一方では，遷移の進行に伴な

う植生の変化，大気汚染などによる生息環境の変化などのため，この地の昆虫相は著しい変化をおこし始め

た。すなわち，ノVレゼミのように，上記目録の作成時点で生息していた昆虫が， 1種また l種と，次第に圏

内から姿を消しはじめたのである。 これは，都市における小規模緑地，特に自然緑地と しての性格を貫か

ねばならない自然教育園のような緑地の場合，その維持管理上，ゆるがせにできない問題であると考えられ

る。

筆者は1972年以来，ハムシ科甲虫を中心に自然教育園の昆虫相，動物相を調査してきたので，本稿ではハ

ムシ相に関する調査結果をとりまとめて報告し，併せて，ハムシ相に関するデータより，上記問題点の一端

に言及したいと思う。

本稿を草するに当り，調査の機会を与えて下さった自然教育園関係者各位に，改めて感謝の意を表する次

第である。

＊ 東洋大学自然科学研究室， NaturalScience Laboratory, Toyo University 
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2 研究史

自然教育園のハムシ科については，鶴田総一郎ら (1952）による記録が最初である。この報告にはアカガ

ネハムシ，ウリハムシなど 3_iJf科27種が記録されている。その後筆者は，都市生態系研究班の一員として都

区内のハムシ相を調査した際，自然教育園も調査地の一つに加え， 1973年6月の調査で18種のハムシを確認

した。この中には，上記鶴岡ら （1952）の記録に含まれない種類が数多く見出され，約70%に当る13種まで

が新記録の種類であった。こう して，自然教育園のハムシ科は，このH寺点で合計40種を数えることになっ

fこ。

その後， 1974,1976, 1979, 1980の各年度にも，圏内にて補足調査を試み，その都度，未記録の種類を追

加し，現在，圏内のハムシ科は合計49種に達するまでになった。次項においては，現在までに知られたこれ

らのハムシ類の全種類につき，食草的知見と併せ，生息状況を略記することにしたい。

参考までに，筆者による圏内の調査日程を示すと次の通りである。

1972年10月20日，1973年 1月1日， 6月15日， 1974年10月11日， 10月26日， 1976年7月23日， 1979年7月

13日， 1980年6月5日， 6月20日。

3. 自然教育園産ハムシ科目録ならびに解説

本目録では亜科を自然分類順句亜科内の種を学名のアノレファベッ ト順に配列した。

学名と和名は， 拙著 「日本産ノ、ム科名奨」のそれを踏襲した。

食草は，園内にて実際に食草として利用されている植物に限定して記録した。

Criocerinaeクピナガハムシ亜科

1) Lema decemρunctata GEBLERクコクピボソハムシ

正門附近，東側の空地で見られたが（1976-Vll-23），園内では他で見られない。食草はクコ。都区内では

空地，崖地，鉄道敷地の傾斜面などで比較的普通に見られる。

2) Lema diversa f. morii YUASAカワリヒゲナガハムシ（アトモン型〉

食草園，水生植物教材園，武蔵野植物教材国などのツユクサ上で幼虫，成虫が見られる （1979 7 13, 

1980-6ー 5）。本種には f.le卸isii（ツマキ型〕も混っていると思われるが未確認、。食草はツユクサ。ツユ

クサ以外の植物は食さない。

3) Lema honorata BALYヤマイモクビボソハムシ

東北部のシイ並木で見られるが少ない (1973-Vl-15）。鶴田ほか（1952）にも記録がある。朝日区内の他の

緑地では，この自然教育園以外で見たことがない。郊外では極く普通の種類であるが，マント群落と共に失

なわれたハムシの1っと考えてよいであろう。食草はヤ7ノイモ，幼虫・成虫とも食草上で生活する。

4) Lilioceris subPolita (MOTSCHULSKY）アカツヤクピナガハムシ

鶴岡ほか (1952）によって記録されているが，筆者は本積を再確認することができなかった。都区内の他

の緑地でも本種は発見できない。幼虫・成虫ともサノレトリイパラ，タチシオデ、などで生活し，自然教育園で

は食草の面では生息条件をみたしている。あるいは，圏内のどこかで生き続けているかもしれないが，稀産

種の部類に属すると考えてよいであろう。
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Cryptocephalinaeツツハムシ亜科

5) CryptocePhalus approximatus BAL Yノレリツツノ、ムシ
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武蔵野植物教材園附近の草原とコナラ林に生息する (1973-VIーし 1973-Vl-15）。 ここではキハギとコ

ナラを食草とするが， 他にもマメ科，ブナ科，パラ科などの植物を加害する可能性がある。 幼虫は地表部で

落葉などを食いながら変態を完了する。都区内の緑地では，自然教育園以外で見たこ とがない。 公園などで

地表の落葉を除去することが，本種の生活を成りたたせにくくしている原因と考えられる。大野 (1974〕，

鶴岡ほか（1952）にも記録されている。

6) CryptocePhalus signaticeρs BALYクロボシツツノ、ムシ

鶴岡ほか (1952）が C sexpu悶ctatusとして記録した種は恐らく本種の誤りであろう。この sexρunctatus

が，このような地に生息していることは，まず考えられない。本種も幼虫は approximatusと同様の生活を

する。現在はほとんど生息しないらしく，筆者は本種を確認することができなかった。食草は前種とほぼ同

じ。

Chlamisinaeコブハムシ！！［科

7) Chlamisus sρilotus (BAL Y）クヌギコプハムシ

鶴岡ら (1952）により， Boloschesis属として記録されているが，筆者は本種を確認するこ とができなか

った。現在，都区内で確実に本種の生息するところは知られていない。食草はコナラ，クリ ，ヤマザクラ，

タチヤナギなど，ブナ科 ・パラ科 ・ヤナギ科など多種に及ぶ。本種に酷似し，以前混同されていた Ch.lati-

coll isという ，ツツジ類を食草とする別種があるが，あるいは鶴田らの記録は， 。ilotusでなく，この近似

積の方であった可能性もある。しかし，標本が存在しないので，それを確認するこ とはできなかった。

Eumolpinaeサ／レハムシ亜科

8) Acrothinium gaschkevitschii (MOTSCHULSKY）アカガネサノレハムシ

鶴田ら（1952）により記録され，筆者（1974）も記録した。東北部のシイ林のマン ト（1973-Vl-15）や

武蔵野植物教材闘（1979一四一13）で生息を確認したが個体数は少ない。また，本種の型である f.obscurum 

も混楼し，筆者は水生植物教材圏内にてこの型に属する本種を確認した。成虫は，エヒ。ヅノレ，ノブ ドウで見

られるが，幼虫は地中にあって，これら植物の根を食害する。郊外では決して稀でないが，都区内ではこの

自然教育園以外に本種の生息地を知らない。

9) BasilePta fulv1ρes (MOTSCHULSKY）ヨモギサ／レハムシ

鶴岡ら (1952）によって記録されたが，筆者は本種を再確認することができなかった。 食草はヨモギ，ワ

レモコクなど，キク科，パラ科の各種に及び，成虫は葉を，幼虫は根を食害する。現在でも生息するとすれ

ば，武蔵野植物教材園附近がその候補地となる。本積も郊外では普通の種であるが，都区内では後楽園と新

宿御苑で確認されただけである。

10) ColasPosoma dauricum MANNERHEIMイモサルハムシ

鶴岡ら（1952〕によって記録され，筆者も武蔵野植物教材園で確認した（1979-VII-13）。都区内では芝

公園や洗足公園のような荒廃の進んだ地でも見られる種で， 比較的残存率が高い。食草はヒルガオ，コヒノレ

ガオなどが知られるが，自然教育園ではヒノレガオで見られる。成虫は葉を，幼虫は地中で根を食害する。

11) Colρoscelis signata (MOTSCHULSKY〕ヒメサルハムシ

本種は武蔵野植物教材園に生息し（1973-Vl-15），筆者（1974）により記録されている。食草はクズ，

ヤマハギであったが，他地ではヤフ守マメなども対象となる。成虫は葉を，幼虫は茎の内部を食害する。本種
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は郊外に普通の種であるが，都区内では自然教育園に生息を見るだけで，他では知られていない。

12) Demotina biρunctata JACOBYホソチピアラゲ、サノレハムシ

正門近くのシイ林で本種の生息、を確認した。食草はスダジイで成虫はその葉を食害するが，幼虫の生活に

ついては不明。本種は，他の本属の種と同様， i単為生殖をするらしく，♀が見出せない。自然教育園では，

他に本穫を見なかったが，恐らくスダジイの大木にも生息すると考えられる。都区内でも比較的よく残存

し，筆者は学習院大，新宿御苑，明治神宮などでも，やはりスダジイで本種を確認している。

13〕 LyPesthes ater (MOTSCHULSKY）コフキサノレノ、ムシ

サンショウウオの沢と本谷との出合附近に多いオニグノレミの葉上で見出せた (1980-V-20）。本種は東

京附近では低山から山地にかけて分布し，平地ではほとんど見られない。 本種のような種が自然教育園に生

息することは興味深い。食草はクノレミ科，パラ科などで，成虫は葉を食害するが，幼虫の生活状態は不明。

卵は糞に包まれて地上に産下されるので，地上で落葉を食って生活する可能性があるが，またアリの巣と関

係をもつことも考えられる。

14) Scelodonta lewisii BAL Y ドウガネサノレハムシ

水生植物教材園（197ト四一13）と食草園 (1980 VI 5）で本種の生息を確認した。都区内でも芝公園，

上野公園など，自然度の低い緑地で見出せるので， 比較的残存度の高い積という ことができる。食草はヤブ

カラシであるが，自然教育園ではヤブカラシのほか，ノブ ドウを食う個体，また 1例だけではあったがアレ

チマツヨイグサを食う個体が観察できた。ブドウ科とアカパナ科を共通の食草とするハムシには， Bromius

obscurusや Altica oleraceaがあるが， Scelodontaにもそのような食性が見られた点，興味深く恩われる。

15〕 Trichochrysea jaρana (MOTSCHULSKY〕シロオピムクゲ‘サノレハムシ

鶴岡ら（1952〕によって記録されているが，筆者には確認できなかった。者II区内では本種の残存する緑地

はほとんどないが，学習院大には生息しているようである (1973年に確認〉。食草はフヂナ科，パラ科などで，

成虫はこれらの樹業を食害するが，幼虫の生活については知られていない。自然教育園に生存しているとす

れば，武蔵野植物教材園附近が候補地として挙げられる。

16) Xanthonia Placida BALYカサハラサノレハムシ

本種も鶴岡ら（1952）によって記録されているが，筆者は未確認，都区内で現存する緑地は知られていな

い。食草はクワ科，フ、、ナ科などで，特にクワを好食する。幼虫は土中で根を加害する。自然教育園で現存す

るとすれば、，やはり武蔵野植物教材園附近が候補地となろう。

Chrysomel inaeハムシ亜科

17) Chrysolina aurichalcea (MANNERHEIM）ヨモギハムシ

鶴岡ら (1952〕により記録されているが，筆者は未確認，食草はヨモギであり，成虫，幼虫共に葉を食害

するが，幼虫は日中，根際にいることが多く，葉上で発見されることは少ない。本種も郊外では普通種であ

るが，都区内で残存する緑地はほとんどなく，筆者は新宿御苑で確認しているだけである（1973年〉。本種の

生活には，かなりまとまったヨモギ群落が必要のようである。自然教育園に残存しているとすれば，武蔵野

植物教材園附近ということになろう。

18) Chrysomela populi LINNAEUS ドロ ノキハムシ

鶴岡ら (1952）によって記録されたが，恐らく絶滅したと考えられる。都区内には現存せず，東京附近で

は郊外でも，確実な生息地はほとんどない。食草はヤマナラシ，ドロ ノキなどで，こう した植物が極端に減

少しているからであろう。

19〕 Chrysomela vigintiρunctata costella (MARSEUL〕ヤナギハムシ
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本種も鶴岡ら (1952）に記録されているが，絶滅した可能性が大きい。東京附近の低地にも本種は分布す

るので，かつて，自然教育園に生息していたとしても不思議ではないが，本種もまた平野部からは退行の著

しい種である。都区内で本種の現存する緑地は皆無と考えられる。

20) Gonioctena rubri ennis BAL Y フジノ、ムシ

鶴間ら（1952〕の目録に Phytodecta属として記録されているが，筆者には確認できなかった。都区内で

本種の現存する緑地を筆者は知らない。食草はマメ科で，主としてフジで生活する。自然教育闘でもフジを

探索することで発見できるかもしれない。武蔵野植物教材園附近が候補地となろう。

21〕 Phaedon. brassicae BAL Yダイコ ンハムシ

鶴岡ら (1952）によって記録された種であるが，筆者は未確認，食草はアブラナ科で栽培植物のダイコ ン

を除くとヤマハタザオなどの野生種である。ただ，注意したいのは，自然教育園で普通に見られるヤナギル

リハムシ，ノレリヒゲブトトビハムシが，鶴田らの目録に記録されていないことである。ことによると，ダイ

コンハムシとしたものは，これに外観が酷似する，ヤナギ／レリハムシ，／レリヒゲブトトビ、ハムシのいずれか

であったのかもしれない。

22〕 Plagiodera versicolora distinct a BAL Yヤナギノレリハムシ

水生植物教材園（1973-Vl-15,1979-W-13）と食草園（1980-Vlーので本種を確認、した。食草は タ

チヤナギとイヌコリヤナギで，幼 ・成虫とも葉を食害する。鶴岡ら (1952）には記録がないが，大野(1974)

には記録されている。都区内にも本種の残存する緑地はかなりあり，また，街路樹のシダレヤナギに発生し

ている所もある。かつては都内各地の街路樹に発生を見たが， 冬期の越冬場所が得られない場所では本稜が

消滅し，全く見られなくなっている。

Galerucinaeヒゲナガハムシ亜科

23) Aulacoρhora femoralis (MOTSCHULSKY）ワリノ、ムシ

鶴田ら（1952）の目録には記録されているが，現在は全く見られない。本種はウリ科を食草とするが，野

生種より ，キュウリ，カボチャなど栽培穣を好む傾向が強い。したがって，現在のように，圏内にウリ科の

栽培種のない状態では，本種は生息、できないのかもしれない。

24) Aulacophora nigriPennis MOTSCHULSKYクロワリノ、ムシ

本種はウリハムシと具り，栽培種より，カラスウリなど野生のウリ科植物に親和性を示す。鶴岡ら(1952)

は本種を園から記録しているが，筆者には確認できなかった。カラスクリはサンショウウオの沢などに少な

くない。絶滅したか，あるいは極端に個体数が減少しているものと恩われる。ウリハムシとともに，都区内

に本種の残存する緑地は見出せない。成虫は葉を食害し，幼虫は土中で根を食害する。

25) Fleutiauxia armata (EALY）クワハムシ

本種は非常に多くの植物を食草とし，幼虫は土中で生活する。鶴岡ら (1952）に記録されているが，圏内

で本種を確認することはできなかった。都区内でも本種の生息する緑地は見出せない。郊外で極めて普通に

見出せることから考えると不思議なくらいである。あるいは4～5月に調査してみたら発見できるかもしれ

ない。

26) Galerucella maculicollis (MOTSCHULSKY〕ニレハムシ

本種は今夏 (1980〕，世田谷地区のケヤキで大発生したりしたが，都区内の緑地で本種の生息する所は少

ない。 ただし北の丸公園では以前から発生量が多かった。自然教育園では鶴田ら（1952）によって記録され

ているが，筆者は確認しておらず，今夏のように，都区内で大発生した年でも発生は認められない。あるい

は現存しないのかもしれない。



- 8- 自然教育閣のハムシ相

27) Galerucella vittaticollis (BAL Y〕イチコツ、ムシ

水生植物教材圏 (1979-VII-13）と武蔵野植物教材園 (1973-Vl-15）とに生息するが，個体数はそれほ

ど多くない。食草はミゾソパ，ワレモコウ，ナガボノシロワレモコウなどで，幼，成虫とも葉商を食害す

る。都区内の緑地では， 他に新宿御苑，清澄庭園などでも見られる。ノダイオウ，タデ類で生活できるの

で， 越冬所さえ確保できれば僅かな緑地でも残存可能な種と考えられる。鶴田ら (1952〕の目録には本種は

見当らない。

28〕 Galerucida bifasciata nigromaculata BAL Yイタドリノ、ムシ

鶴岡ら（1952），大里子（1974）により記録済の種。正門近くのシイ林（1976-VII-23），食草園 （1980-VI

5），東北隅のシイ林 （1973-Vl-l），武蔵野植物教材闘（1973-Vl-15）などに生息する。個体数も多

い。食草はイタドリ，ミズヒキ，ノダイオウ，ツノレドクダミなどで，幼虫・成虫共に葉面で生活する。都区

内では東大槌物園，後楽園，新宿御苑などにも生息し，ともに個体数が多い。ただし，場所により習性に差

があるらしく，後楽園ではタデの 1積，新宿御苑ではノ ダイオウ，ミズヒキに見られ，イタドリは生育して

いるのに，これで生活する個体はみられなかった。

29〕 Paridea angulicollis (MOTSCHULSKY）アトボシハムシ

鶴田ら（1952），大里子 (1974）により記録済。東北l偶のシイ林 （1973-Vl-l），武蔵野植物教材園（1979-
VII-13），サンショ ウウオの沢 (1980ー刊 20〕などに生息する。食草はアマチャヅノレであるが，武蔵野植

物教材園ではシラヤマギクで生活する個体も発見された。この食性は近似種の P.quadriPlagiata (BAL Y〕

ヨツボシハムシのそれと共通のもので注目される。成虫は食草の棄を，幼虫は土中にあって根を食害する。

都区内では東大植物園，新宿御苑，石神井公園などにも生息するが，残存率は高くない。

30) 乃1rrhaltahumeralis (CHEN）サンゴジュケブカハムシ

大野 (1974）により記録され，また鶴岡ら（1952〕が P.annulicornisとして記録した積も本積と思わ

れる。武蔵野植物教材関 (1973 VJ-1s, 1979-VII-13）およびその周辺，正門附近のシイ林 （1974-x-
11）などに生息する。食草はガマズミで，幼虫・ 成虫とも莱を食害する。植栽樹のサ ンゴジュでも生活で

き，また越冬は校条に産みつけられた卵で行なわれ，特別に越冬用の潜伏場所を必要としないので，都市化

の著しい地域にも残存可能な種である。場所によっては大発生し，サンゴジュ を枯死させるようなこともお

こり干与る。

Alticinae トビハムシ亜科

31) Attica japonica OHNOキタカ ミナリトピノ、ムシ

大里子（1974）によって記録された種。水生植物教材園（1973-Vl-15,1979-VII-13）にのみ生息する。

本種はヒシ，チョウジタデ，ノイバラなどでよく見られるが，自然教育闘の食草はミソハギで，僅かではあ

るがミズタマソウで生活する個体も確認できた。幼虫，成虫とも築面を食害し，水生植物教材園では個体数

もかなり多い。都区内では残存率が低く，自然教育園のほかに本種の生息する緑地は見出せなかった。

32) Attica oleracea (LLNNAEUS）ホソカミナリトビノ、ムシ

大野 (1974）によって記録済。水生植物教材園 (1973 刊一ls,1979 vn 13）と武蔵野縞物教材園 (19
73-Vll--13）とに生息する。食草はアレチマツヨイグサとミズタマソウで，幼虫 ・成虫とも築面で生活す

る。食草の 1っとしてアレチマツヨイグサのような帰化植物を選好するため，都区内でも，僅かな空地で発

見され， 残存率が高い。

33) Altica viridicyanea (EALY）ゲンノショウコカ ミナリトピハムシ
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大里子 (1974）により記録済。武蔵野植物教材園に僅かに生息する（1973-Vl-15, 1979-Vff-13〕。食草

はゲンノショウコに限られ，幼虫 ・成虫とも葉面で生活する。ゲンノショウコの自生地でも本種の見られる

機会は少なく，都区内では自然教育園以外に本種の生息地を知らない。

34) Liprusρunctatostriatus MOTSCHULSKYナガトピハムシ

大野〔1974）は食痕に基いて本種を記録したが，その後，成虫も確認した (1979ー刊－13）。 自然教育園

では武蔵野植物教材園周辺にのみ見られ，成虫は食草のオオパギボウシ，コパノギボウシなどの葉面で生活

する。幼虫の生活状態については不明。東京附近では郊外の雑木林などで比較的よく見かけられるが，都区

内では残存率が極めて低〈，この自然教育園以外に生息地を知らない。

35) Longitarsus lewisii (BALY）オオパコアシナガトピハムシ

武蔵野植物教材園 (1973 VI 1, 1979-Vff 13）と水生植物教材園（1979-Vff-13）とに生息する。大

野 (1974）による記録もある。食草はオオバコで，成虫は葉面で生活する。後麹が退化しているので飛朔は

できないが，小型であるため，空中プランクトンとして移動することができるらしく，オオバコの自生する

ところならどこにでも見られるという傾向を示す。都区内で肢も残存率の高いハムシである。

36) Longitarsus nitidus JACOBYオオアシナガトヒツ、ムシ

正門附近（東側の荒地〉で生息が確認された (1976 VI 23〕。食草はコヒノレガオ。成虫は食草の葉面で

生活するが，幼虫については未知．ヒjレガ、オ類，特にコヒノレガ、オは都区内の各地に生育するので，本種の残

存率も意外に高く，上野公園などでも見出せる。

37) Nonarth叩 cyaneumBAL Y Jレリヒゲブトトピハムシ

水生植物教材園と武蔵野植物教材園で生息、を確認した (1979 VI 13）。本種は成虫と幼虫で餌が異な

り，成虫は各種の花を訪れて花弁などを食害するが（葉を食害することもある），幼虫はコケ類で生育する

ようである。自然教育園で成虫の食容が認められた花はイヌヌマトラノオ，チダケサシ，ミソハギ，カワラ

ナデシコの各種であった。都区内でも幼虫の生息環境の残る所では本種が残存し，筆者は上野公園，後楽

園，新宿御苑，明治神宮，石神井公園，洗足公園などで本種を確認している。

38) PhiloPona vibex (ERICHSON）タマアシトビ、ハムシ

武蔵野横物教材園 (1973 VI 15）に生息が見られ，大野（1974）によって記録されている。成虫 ・幼虫

とも食草であるオオバコの葉面で生活する。オオバコアシナガトピハムシと同じく，オオパコの生活者であ

りながら，都区内での残存率は低い。空中プランクトンになりにくいため分散が困離であること，大型であ

るため，踏みつけによる死亡個体が多いこと，などに原因があると考えられる。自然教育園以外では和田堀

公園で見られたのみ。

39) Phyllotreta striolata (FABRICIUS）キスジトビハムシ

鶴田ら (1952）によって記録されているが筆者は確認していない。食草はダイコンなどアブラナ科の植物

であるが，イヌガラシなどの選好度は低い。恐らく，往時の琉菜園などで記録されたものであろう。現在，

都区内で本種の見られるところは，残存緑地ではほとんど存在しない。

40) Psyl/1・odesattenuata japonica JACOBYアサナガスネトピハムシ

自然教育園では荒地的環境に見られ，正門東側の荒地（1976-Vl-23），食革園〔1980-Vl-5），事務所

裏 (1973-Vl-15）などのカナムグラに生息する。大里子（1974）により，すでに記録されている。都区内の

緑地にも比較的よく残っているが，カナムグラのような荒地雑草が除去される緑地では本種を見ることがで

きない。

41) Psylliodes subrugosa JACOBYダイコンナガスネ トビ、ハムシ

1973-Vl-15，小鳥の森附近のアカシデで本種の生息を確認，大野 (1974）に記録された。本種はアブラ
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ナ科の植物を食草とするが，またエノキ，ムクノキなどでもよく見られ，東京都区内の緑地，郊外の各地に

多い。しかし，アブラナ科以外の植物で生活史が完了するかどうか，筆者はまだ確かめていない。自然教育

園では個体数が少なく ，その後の調査では本種が見られていない。

42〕 Sangariola Punctatostriata (MOTSCHULSKY）アミメトピノ、ムシ

本種は鶴田ら (1952）によって記録されているが，筆者は圏内で見たことがない。食草のウバユリ ，ホト

トギス類，カタクリなどのうち，圏内にはウパユリが生育するので，食草条件はととのっている。しかし，

往時はともかく，現在は生息しない公算が強い。本種は都市化により退行の顕著なハムシで，自然教育園だ

けでなく，現在，都区内に確実な産地が存在しない。

43) Trachyaphthona sordida (BALY〕ヒゲナガアラハダトピハムシ

本穫は圏内各地に多く，東部のシイ並木（1973-Vl-l〕，武蔵野植物教材園（1973 VI 15. 1979-VJI-

13），食草園（1980- VIーのなどで見られる。食草はへクソカズラであるが，稀にはアカネなど他のアカネ

科植物を食害することもある。郊外などでは極めて普通に見られるハムシであるが，都区内では自然教育園

以外に本種を見ることは稀である。へクソカズラのようなっる植物が，恒常的に生育しにくいためかもしれ

ない。1973年の調査に基づき，自然教育園からは大野 (1974〕が記録している。

日ispinae トゲ、ハムシ班科

44) Dactylisρa angulosa (SOLSL Y）ヒメキベリトゲハムシ

本種は鶴岡ら（1952）によって記録されたが， 当時は angulosaと masoniの区別がなされていない時

期であったため， angulosaとして記録されてはいるが，上記2種のいずれを指すか判然としない。masoni

の可能性もあるが，一応，発表時の学名 angulosaで引用しておく。しかし，本積は，現在園内に生息し

ないらしく，筆者は本種の成虫はもちろん，幼虫の潜葉痕も確認していない。

トゲ、ハムシ亜科は，幼虫がすべて潜葉性であるため，都市的環境に耐性を示しやすいのではないかと考え

られるが，一方で成虫の越冬場所と食草の確保が難しいため，都市から姿を消して行くのであろう。現在，

自然教育園以外でも本語の生息する緑地は存在しない。

45〕 Dactylispasubquadrata (BAL Y）カタビロトゲノ、ムシ

本種も前種同様，鶴間ら（1952〕によって自然教育園から記録されたが，筆者は未確認である。郊外では

クリ，クヌギなどに散見され，これらを食草とするので，自然教育園では武蔵野植物教材国， 小鳥の森辺り

に生息していた可能性が強い。しかし，その後再確認されないところを見ると，現在は生息していないので

はないかと考えられる。

Cassidinaeカメノコハムシ亜科

46) Aspidomorpha difjormis (MOTSCHULSKY〕ジンガサハムシ

本種もまた鶴岡ら（1952）によって記録されていながら再確認できないハムシの 1積である。食草である

ヒルガオ科の植物は，ヒルガオ，コヒルガオなどが現存し，一応，食草環境はみたされている（ただしコヒ

ノレガ、オの選好度は低い〉。成虫が確認されない場合でも，食痕，卵のう，幼虫などで，本種の生息、は容易に

確認できるのに，そうした形跡がないということは，少なくとも現在の自然教育園には本種は生息しないと

考えてよいであろう。郊外では，現在でも決して稀でないが，都区内では本種の生息地が失なわれ，自然教

育園以外でも本種は未確認である。

47〕 Aspidomorρha transρaripennis (MOTSCHULSKY）スキパジンカ守サハムシ
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本種も前種同様ヒ／レガオ類で生活するハムシで，郊外では，現在でも少なからず認められる。しかし，自

然教育園では鶴岡ら (1952）によって記録されているが，その後再確認されていない。

48) Cassida jaρana BALYイノコヅチカメノコノ、ムシ

本種はイノコヅチに普通のハムシであり，閣内では正門附近 (1976 VU-23），食草園（1980--Vl-5〕，

サンショウウオの沢（1980--Vl-20）などで見られる。しかし，都区内の緑地では本穏は少なく ，筆者は明

治神宮，石神井公園などで確認しているだけである。林縁のイノコヅチ群落が残りにくいこと，越冬場所が

確保しにくいことなどが関係しているのであろう。

49〕 Cassida rubiginosa rugosopunctata MOTSCHULSKYアオカメノコハムシ

自然教育園では，正門から事務所へ至る路傍，水生植物教材園（1979-VU-13），武蔵野植物教材園 (19

73-Vl-15, 1979 vu 13）などにかなり多産し，大里子 (1974）により記録されている。食草はタイアザミ
で，幼虫，成虫とも葉面を百甘食，特徴的な食痕を残す。

本穏は山地のアザ、ミ類に普通に見られるハムシであるが，平地ではなく，特に都区内の緑地では，この自

然教育園以外，全く見ることができない。都市化の中では，アザミ類のような野草の残存率が低いためと考

えられる。

なお，上に挙げた49種のほかに，水鳥の沼附近のアケビに残された食痕に基き，筆者はアケビタマトビ‘ハ

ムシ SPhaerodermaakebiae OHNOを記録した（大野1974）。 しかし，その後の調査で本種を確認するこ

とができないので，この食痕は他の昆虫による食痕の誤認であったとも考えられる。成虫による確認がなさ

れるまで，この種の記録は保留しておくことにしたい。

4. 記録があって再確認できない自然教育園のハムシ

鶴田ら (1952）によって記録されたハムシの中で，その後，再確認されていない種は次の21種である。主

要な食草を併記して列挙してみよう。

* Lilioceris subpotita （シオデ，サルトリイパラなど〉

CryptocePhalus signaticePs （タデ科，マメ科，パラ科，フーナ科など〉

Chlamisus sPilotus （フ守ナ科，パラ科，ヤナギ科など〉

* BasilePta fulviPes （ヨモギなど〉

Trichochrysea jaρana （フやナ科，パラ科など〉

Xanthoniaρlacida （クワ，クリなど〉

Chrysolina aurichalcea （ヨモギ〉

ホChrysomelaρoρuli（ヤマナラシ〉

* Ch. vigintipunctata costella （ヤナギ類〉

Gonioctena rubrijうennis（フジ，ハギ類〉

本Phaedonbrassicae （ダイコンなど〉

ホAulacoPhorafmoralis （ワリ科〉

* A. nigriPennis （ワリ科〉

Fleutiauxia armata （クワ，クリなど多種の植物〉

Galerucella maculicollis （ケヤキ，ハノレニレなど）

キPhyllotretastriolata （ダイコンなどアブラナ科〉
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* Sangariolaρunctatostriata （ホトトギス，ウノ〈ユリなど〕

Dactylispa angulosa〔パラ科〕

D. subquadrata （クリ，クヌギなど〕

* Aspidomoゆhadijjormis （ヒルガオ類）

ホA.transρariPennis （向上〕

上に挙げた種類のすべてが，圏内から絶滅したとはいいきれないが，少なくとも＊印を附した各種はその

可能性が大きい。これらの種は特定の食草上で生活し，調査者の目にふれやすく，圏内に現存すれば，今ま

での調査で当然発見されてしかるべき性質の昆虫だからである。しかし， Chlam1・sus,Trichochrysea, Xan-

thonia, Daeかtisρaなどの各種は，いずれも樹葉上で生活し，生息密度も低い場合が多いので，調査の際見

落される確率が大きい。したがって，食樹が生長して大木になっている場合など，再確認できないことを理

由に絶滅視する訳にはいかないと考えられる。

なお，一度絶滅した種類でも， Aulacoρhorafemoralis, Phyllotretaなどは，かなり遠方まで飛朔移動

ができるので，それぞれ，キュウリ ，ダイコンなど，その食草となる読菜栽培が復活することで，圏外から

自然復帰することも不可能ではない。しかし， Lilioceris,Chrysomela, Chrysolinaのように飛朔カの弱い

種類，あるいは全く飛朔力をもたない種類では，ひとたび圏内から姿を消し去ると，人為的搬入でもない限

り，圏内に復帰することは難しい。

5. 食草環境と地域性からみた自然教育園の潜在ハムシ相

東京という地域性と，ハムシに利用される植物の過去における生育状況（食草環境〉とをよりどころに，

自然教育園に分布がゆるされるハムシ類を選定すると，次に挙げる種となる。しかし，現在の食草環境と，

今までの現地調査で得られたハムシの分布傾向とで，このリストをさらに検討してみると，自然教育園の実

際のハムシ相は，最初の推定数をはるかに下まわる。すなわち，実際に分布が確認されている現存種28種

と，今後の調査で生息が確かめられそうな予想31種，合計59種ということになる。表では，これらの内容を

一括して，それぞれ次の印で示しておく。

．印：現存種。×印 ：記録はあるが再確認されていない種。0印：今後の調査で分布が確かめられそうな

種。無印：古い歴史時代には分布していたかもしれないが，少なくとも現在は生息していないと考えられる

種。

Donaciinae 

Donacia lenziカ、ガブタネクイノ、ムシ （ジュンサイなど〉

D. vulgarisホソネクイハムシ（ミクリなど）

P lateamaris sρ．ミズクサハムシの1種（東京附近に分布する未記載種〕 （スゲ類〉

Criocerina巴

Lema adamsiキベリクピボソハムシ（ヤマノイモ〕

O L. concinniPennisキパラノレリクビボソハムシ（ツユクサ〉

e L. decemρunctataクコクピボソハムシ（クコ〉
e L. diversaカワリクビボソハムシ（ツユクサ）
e L. honorataヤマイモクビボソハムシ（ヤマノイモ〕
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L. scutellarisセアカクピボソハムシ（ツユクサ）

Lilioceris rugataヤマイモクビナガハムシ（ヤマノイモ〉

L. subPolitaアカツヤクビナガノ、ムシ（シオデ，サノレトリイバラ〉

O Oulema dilutiρesアワクビボソハムシ（メヒシパ〉

Clytrinae 

O Smaragdina garretaiキムネナガツツハムシ（ヨモギほか〉

Cryptocephalinae 

Adiscus lewisiiタマツツハムシ（クリなど）

e Cryρlocephalus ap，ρroximatus （ノ〈ラ科，マメ科， 7＂ナ科など〉
C. jaρanusセツボシツツハムシ（イタドリなど〉

C. obliquostriatusムスジツツハムシ（フ守ナ科，ヤナギ科， マメ科など〉

C. scitulusオオクロスジツツハムシ〈パラ科，クノレミ科など〉

O×C. signaticφsクロボシツツハムシ（タデ科，マメ科，ブナ科， パラ科など〕

Chlamisinae 

O Chlamisus lalicollisツツジコブ、ハムシ（サツキなど〉

0×C. spilolusクヌギコブハムシ（フーナ科，ヤナギ科，パラ科など〉

Lamprosomatina巴

Oomorphoides cupreatusツヤハムシ（タラ〕

Eumolpinae 

e Acrothinium gaschkeuitschiiアカガネサノレハムシ（ノブ ドワなど〉
x Basilψta fultゆesヨモギサノレハムシ（ヨモキ＼ワレモコウなど）

B. hirticolleクロムナグサノレハムシ（イヌツゲ）

0 B. pallidulumウスイロサノレハムシ（アカマツ，コナラなど）

e Colasposoma dauricumイモサノレハムシ（ヒノレガオ）
e Coかoscelissignataヒメサノレハムシ（クズ，ヤブマメなど）
e Demotina biρanctataホソチビアラゲサノレハムシ（シイなど〕
尺アρeraxisfasciataウスゲ、サノレハムシ（コナラなど〕

• Lyρesthes aterコフキサノレハムシ（クノレミ科，パラ科など）

Lypesthes japonicusニホンケブカサノレハムシ（ケヤキ，ヤブツパキ〉・Scelodonta le叩isiiドウガ‘ネサノレハムシ（ヤブガラシなど〉
O×T円＂chochryseajapanaシロオビムクゲサノレハムシ（ブナ科，パラ科など）

O×Xanthonia placidaカサハラサノレハムシ（クワ，ク リなど〉

Chrysomelinae 

× Chrysolina aurichalceaヨモギハムシ（ヨモギなど〉

C. exanthematicaハッカハムシ〈ハッカなど〕

C. virgataシロネハムシ（シロネなど〉

× Chrysomelaρoρuliドロノキハムシ（ヤマナラシなど〕

× C. vigintipunctataヤナギハムシ（ヤナギ類〉

× Go削・octenarubr伊ennisフジハムシ（フジ，ハギ類〕

Gastrolina depressaヒラタノ、ムシ（クノレミ類〕

- 13ー
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O Castroρhysa atrocyaneaコカ守タノレリハムシ （ギシギシなど）

× Phaedo問 brassicaeダイコンハムシ（ダイコン，ハタザオ類〉

e Plagiodera versicoloraヤナギノレリハムシ（ヤナギ類〉
Galerucinae 

Agelastica coeruleaハンノキハムシ（ハンノキ類〉

0 Arthrotus nigerカワ リヒゲナガハムシ（パラ科， ブナ科など多）

Atrachya menetriesiウリハムシモドキ（ヨモギなど多〕

× A ulacophora femoralisウリハムシ（ウ リ科〉

× A. nigripennisクロウ リハムシ（ウリ科〉

Exosoma flaviventreキパラヒメハムシ（各種の花〉

0×Fleutiauxia armataクワハムシ（クワ，ホウチャクソウなど多〉

× Galerucella maculicollisニレハムシ（ケヤキ，ノリレニレ）

e G. vittaticollisイチゴρ ムシ（ミゾソパなど）
e Galerucida bifasciata nigromaculataイタドリハムシ（イタドリ，ノダイオウなど）
0 Luρerus mooriクロウスパノ、ムシ〔ブナ科，パラ科〉

Monolepta dichrorumクロパネアシナガハムシ（パラ科，タデ科など多）

O Paraluρerodes ni・grobilineatusフタスジヒメハムシ（マメ科〉

e Paridea angulicollisアトボシハムシ（アマチャヅノレ〉
・ 乃1rrhaltahumeralisサンゴジュケブカハムシ（力。マズミ ，サンゴジュ〕

P. tibialisエノキケブカハムシ（エノキ〉

Alticinae 

O A.ltica caerulescensヒメカミナリ トヒマハムシ（エノキグサ）

A. cirsicolaアザミカミナリトピハムシ（アザミ類〉

e A. jaρonicaキタカミナリトビ、ハムシ（ノイバラ，チョウジタデ， ミソハギなど〕
e A. oleraceaホソカミナリトヒマハムシ（マツヨイグサ類，ミズタマソワなど〕
e A. viridicyaneaゲンノショワコカミナリトヒv、ムシ（ゲンノショウコ〕
Aρhthona foudrasiキイロ ップ トビハムシ（ニシキソ ウ類〕

0 A. perminutaツブトビハムシ（ブナ科，パラ科など多〉

A. yuasaiアヤメツプトビハムシ（ノハナショウブ，シャガなど〕

O Argoρistes coccinelliformisオオテントウトヒツ、ムシ（ヒイラギなど）

Argopus balyiボタンヅノレマノレトピハムシ（ボタンヅノレ〉

O Chaetocnema concinnicollisヒメヒサゴトビハムシ（イネ手ヰ〉

0 C. ingenuaヒサゴトビ、ハムシ（イネ科〉

C. koreanaチョウセンヒサゴトビ、ハムシ（タデ科〉

L紗romimaminutaサシゲ トビハムシ（ヌ／レデ〉

－ Lかruspunctatostriatusナガトビハムシ（ギボウシ類，ヤプランなど〉
Longitarsus amiculusヨモギアシナガトヒョハムシ（ヨモギ類，キク）

O L. boraginicolusムラサキアシナガトビ‘ハムシ（キュウリグサなど〕

0 L. chujoiチュワジョウアシナガトビハムシ（ヒノレガオ類〉

O L. haemorrhoidalisツマアカアシナガトヒツ、ムシ（イヌノフグリなど〉
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e L. lewisiiオオパコアシナガトビハムシ（オオバコ）
e L. nitidusオオアシナガトビ、ハムシ（ヒノレガオ〉
O L. quadraticollisカクムネアシナガトビハムシ（ムラサキシキブ〉

0 Luρeromorρha funestaクロホソトビ、ハムシ（クワなど多〉

Lythraria komiyamaiヒメカクムネ トピハムシ（コナスビ）

e Nonarthra cyaneum ；レリヒゲプト トピハムシ（各種の花〉
e Philopona vibexタマアシトピハムシ（オオバコ〉
0 Phyga幻・afulvipennisフチトリトピハムシ（ガガイモなど〕

Phyllotreta rectilineataホソキスジトビハムシ（イヌガラシなど〕

× P. striolataキスジトピハムシ（ダイコンなど〉

Pseudodera xanthosρilaフタホシオオトピハムシ（サノレトリイパラ〕

O Psylliodes angusticollisナスナガスネ トピハムシ（ナス科〉

e P. attenuata japonicaアサナガスネ トビ、ハムシ（カナムグラなど）
0 P. difficilis ；レリナガスネトビ、ハムシ（イヌホオヅキ〉

P. punctifronsナタネナガスネトビ、ハムシ（ナタネ，ハナダイコンなど〉・P. subrugosaダイコンナガスネトビハムシ（ダイコン，エノキなど〉
× Sangariolaρunctatostriataアミメ トビ、ハムシ（ホト トギス，ウパユリなど）
Sρhaeroderma fuscicorneセンニンソウタマトビ、ハムシ（センニンソウ〉

S. jaρan umツユクサタマ トヒツ、ムシ（ツユクサ〕

e Trachyaρhthona sordt・daヒゲナガアラハダトビ、ハムシ（へクソカズラ，アカネ〉
Hispina巴

0×Daeか／isρaangulosaヒメキベリトビハムシ（パラ科〉

D. masoniキベリトゲハムシ（フキ，アザ、ミ類〕

× D. subquadrataカタビロトゲハムシ（クリ，クヌギなど）

Leptisρa taguchiiトゲナシトゲノ、ムシ（ススキ）

Rhadinosa nigrocyaneaクロ／レリトゲ、ハムシ（ススキ〉

Cassidinae 

0×As〆domoゆhadijformisジンガサハムシ（ヒノレガオ〉
O×A. transρaripennisスキパジンガサハムシ（ヒ／レガオ）

Cassida fusco1’ufaヨモギカメノコハムシ（ヨモギ）

e C. japa持aイノコヅチカメノコハムシ（イノコヅチ〉
C. nebulosaカメノコハムシ（アカザ，イ ノコヅチなど〉

0 c. p砂erataヒメカメノコハムシ（アカザ〉

e C. rubiginosa問 gosopunctataアオカメノコハムシ（アザ、ミ類〕
C. versicolorセモンカメノコハムシ（ヤマザクラなど〉

6. 自然教育園産ハムシ類で、特記すべき事項
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自然教育園からは，記録があって再確認されていない種類を含め， 49種のハムシが知られているが，これ

らの中に，特記すべきいくつかの事項があるので，次にかんたんに紹介しておく。
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l〕分布上の特記事項

所産種の中に，生物地理学上特記できる種はほとんど存在しない。これは自然教育閣のおかれている地理

的位置より考えれば当然といえよう。しかし，Chrysomelaρopu/i,Ch. vigint幼unctatなどは，関東地方
の平野部では稀であるため，自然教育園にこうした種が分布している（していた〉ことは，かかる観点でみ

たとき，やや興味を覚える。特に2種のうち，前者においてその感が深い。

同様のことは Cassidarubiginosaについてもいえる。特に本種の場合は，現在でも圏内に豊産し， タイ

アザミ築上で，容易にその生態を観察することも可能である。野外指導上の教材として大いに活用されてし

かるべきであろう。

2) 高自然度指標ーとなるハムシの存在

ハムシの中には，オオバコアシナガトピ、ハムシのように，都市化が進み，自然緑地とはおよそかけはなれ

た，名ばかりの緑地に生活できる種類もあるが， 一方では，良好な自然条件のところにのみ生息し，都市化

の影響が大きいところでは姿が見られなくなる種類も少なくない。いま，このような種を高自然度指標種と

するならば，自然教育園産ノ、ムシ中， Lypesthesater, Liprusρunctatostriata, Cassida rubiginosaの3
種を，その該当種として挙げることができる。いずれも，都区内の他の緑地では見られない種であり，かか

る種が自然教育園に残存することは特筆される。

また，上記3種以外に， Lemahonorata, Cryptocφhalus approximatus,Acrothinium gaschkevitschi, 

Attica japonica, A. viridicyanea, Philoρona vibex, Trachyaphthonaなども， これに次ぐ種類として挙
げてよいかもしれない。いずれも都区内では退行の著しい例である。

3) 特殊な生態的特徴を示すノ、ムシの存在

隔離された狭隆な環境下にあるとき，生物はしばしば異常な生態現象を示すが，自然教育園のハムシにも

それに該当する例が見られた。

Paridea angulicollisアトボシハムシ： ：本種の食草はアマチャヅノレに限られるのが普通で，時に ニガウ

リその他のワリ科植物に及ぶことがみられるくらいである。ところが自然教育園では，シラヤマギクを加害

する個体が発見された。これは従来全く報告のなかった食性であるが，この異常食性は近縁の Parideaqu-

adriρlagiataヨツボシハムシの正常食性に共通するものである。アトボシハムシが，異常食性として近縁
種であるヨツボシハムシの正常食性に似た食性を現わすということは，両種の類縁性を検討する上で重要な

資料になると考えられ興味深い。

Scelodonta lewisiiドウガネサノレハムシ：本種の正常の食草はヤフ守ガラシであるが，時にはノブドワなど

も食害する。しかし， ともにブドウ科の植物であり，ブドウ科以外の植物を食害することは全く知られてい

なかった。ところが筆者は，自然教育園でアレチマツヨイグサを加害する本種を発見，添食試験によヵても

それを追認することができた。生活史を完了させることができるか否かまで確かめることはできなかった

が，少なくとも一定期間，この植物だけで生活を続けることを確認することができたのである。

ところが，このドウガネサノレハムシに似て，ちょうどその逆の関係にあたる異常食性を示すハムシが存在

する。ホソカミナリトビハムシがそれである。このハムシは，平常はアレチマツヨイグサなどアカパナ科の

植物で生活しているが，東京附近の小緑地では，往々ノブドウを加害する個体が観察される（大野1980・参

照〕。ドウガネサノレハムシ，ホソカ ミナリトビ‘ハムシの両種に現われるこの具常食性は，ブドウ科とアカパ

ナ科との，昆虫の食草としての類縁性を探る上で重要なヒントを与えているように思われる。
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7.要約

木稿は1972～1980年， 9回にわたって実施した自然教育園のハムシ類に関する調査結果のまとめである。

1) 自然教育園から知られたノ、ムシ科は， 1940年代の調査結果をまとめた鶴間ら (1952）の記録種を含

めると，合計49種となった。本稿では，これら各種につき，主と して都市化との関連のもとに解説を試み，

また食草的知見を併記した。

2）鶴岡ら (1952）によって報告されたハムシ科は27種であるが，現在ではそのうち21種が再確認でき

ない状況になっている。これらの中には筆者の見落しもあろうが，少な くとも10種以上は圏内から消滅した

と考えてよいと思う。

3）食草環境と地域性とから自然教育園の潜在ハムシ相を推定， 113種のリストを作成した。 これらの

うち，現在の圏内に確実に生息するもの，未確認ではあるが生息している可能性あるものを選別し，現存ノ、

ムシ相の構成種総数を59種と推定した。

4) 自然教育園産のハムシ科中，特記すべき事項として，分布上の特記種（ドロノキハムシなど〉，高

自然度指標種 （コフキサノレハムシ，ナガトビハムシ，アオカメノコハムシなど〕，生態上の特記種（ア トボ

シハムシ，ドウガネサ／レノ、ムシ〕 などを例示し，その解説を試みた。ドクガネサ／レハムシ，アトボシハムシ

などに見られる異常食性は，都市緑地という閉鎖的な環境内での昆虫の習性変化を探るとで興味深いと考え

られる。
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1972年10月に東京都区内35地点において，地表性の土壊動物， とくにフ トミミズを中心におこなった分布

調査の結果である。

ミミズでは 2科， 25種（種名未決定種も含む〉が記録され，その生活型を造巣型，非造巣性A型，同Ao

型の3型に分類した。
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造巣型は megascolidioidesのみで，分布も局所的で都市環境との関係は不明であった。

A型は， heteroρoda,devergensどのように分布が広く，個体数も多い種があり，都市化の影響をあまり

受けないことが推定された。

Ao型は irregularis,vittataなど多くの種が含まれるが，都市化が樹林の林床の単純化， Ao層の欠損

のような形で進行する場合には，その影響を強く受けることが推定された。

ミミズの天敵としてのアズマモグラ，アオオサムシ，ヒキガエノレ，鳥類などは， ミミズ以上に都市化の影

響を受けると考えられ，これらの減少，欠損により，ミミズの個体数が一時的に急増することが指摘され

た。

アメイロケアリは Ao型ミミズと同一環境に生息し，ミ ミズの分布を抑制すると忠われたが，ここでも前

述のような現象がみられた。

このほか，陸生ミ ミズの分布，密度と都市環境との関係，陸生等胸l類の分布，アリ類の分布などについて

リストとともにのベた。

大野正男.1974.都市環境下におけるハムシ科甲虫の分布．都市生態系の特性に関する基礎的研究（沼田

真編）， 93-128. 

都市環境下におけるハムシ科甲虫の分布状況を， 1973年5月から 8月にかけて，都内12か所でおこなった

調査結果である。

現在までに知られる東京都のハムシ相，隣接地方の既知ハムシ相，都区地域の潜在植生などをもとに，市

街化以前の都区地域の潜在ハムシ相（198種〉を推定し，植生別のハムシ相を点描した。

都区内産ノ、ムシ相は，これまで97種である。

ハムシ類退行の原因としては，食草の減少，消失，大気汚染など，いくつかの要因が考えられる。

同じハムシ科の中でも，都市化による退行の型は異なり，都市環境下にもかなり適応できる種がみられ

る。

これらの問題を整理する意味で，食性と生活型からみた都市環境への適応性を概観し適応性の大小で2群

に分類した。

また都市型ハムシと非都市型ハムシとの関係を発展させ（2U2+Ui/N + U2〕×100の式で都市型率を，

また100 都市型率で自然率を表わすこととし，都内残存緑地の自然度を求めた。

また， beatingで得られたクモの種類数とハムシの種類数との関係からクモ ・ハムシ指数（ノ、ムシの種類

数／クモの種類数）×100を創案した。

また，改良クモ・ハムシ指数などについてものベた。

大里子正男.1976.都市環境下におけるクモ類，特にジョロクグモの分布．都市生態系の構造と動態に関す

る研究（沼田真編）， 135-154. 

真正クモ類について1972年以来の都内での調査結果である。

1972年から1973年にかけての調査で， 106種を確認したが，残存率はハムシ類に比し高率である。

都市化の影響を強くうけ退行のいちぢるしいものもあり，これらを諸要因と関連づけて論じ，退行の概念

図を作成した。

また，真正クモ類の中でも個体数調査に最適と恩われるジョロウグモを都市化の影響の関連をみるための

種として選定したが，これらに関した問題を示した。
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図説明 ：ハムシ類の食痕

1. オオパコに残されたオオパコアシナガトピハムシ Longitarsuslewisii成虫の食痕
2. ミソハギに残されたキタカミナリトピハムシ Altica Jゆonica成虫の食痕
3. シロヤナギ、に残されたヤナギノレリハムシ Plagioderaversicolra成虫の食痕
4. タイアザミ築上に残るアオカメノコハムシ Cassida問 biginosa成虫の食痕
5. オオパギ、ボワシ築上に残るナガトピハムシ Liprusρunctatostriatus成虫の食痕
6. ミズタマソウに残るホソカミナリトビ、ハムシ Altica oleracea成虫の食痕
7. ヤブガラシ築上に残るドワガネサノレハムシ Scelodontalewisii成虫の食痕
8. ツユクサ築ーとに残るカワリクピボソハムシ Lemadiversa幼虫の食痕




